
 

４
人
の

う

ち
、
１

人
は
既
に

パ
ソ
コ
ン

で
記
帳
し
、
申
告
書
を
作

成
し
て
い
る
経
験
者
。
も

う
１
人
は
日
々
の
出
納
を
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２
月
６
日
（
土
）
北
区

革
新
懇
は
第

15

回
総
会

を
開
き
、
区
内
広
範
な
各

層
・
個
人
の

51

名
が
出

席
し
ま
し
た
。
民
商
は
会

員
・
事
務
局
７
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
革
新
懇
は
唯

一
区
内
の
様
々
な
団
体
、

個
人
の
日
常
の
活
動
を
広

範
に
交
流
で
き
る
組
織
で

あ
り
、
運
動
の
共
通
の
認

識
を
育
て
、
共
有
で
き
る

貴
重
な
場
で
す
。 

 

当
日
は
革
新
懇
の
加
入

団
体
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

共
産
党
の
笠
井
亮
衆
議
院

議
員
か
ら
、
通
常
国
会
情

勢
を
中
心
に
リ
ア
ル
な
報

告
と
そ
の
中
で
の
共
産
党

の
活
動
に
も
ふ
れ
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。 
 
 
 

 

国
会
論
戦
で
は
鳩
山
首

相
の
施
政
方
針
を
受
け
て

予
算
委
員
会
で
の
本
格
論

戦
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
共

産
党
は
「
重
大
な
経
済
危

機
か
ら
国
民
の
苦
難
解
決

の
た
め
に
全
力
を
あ
げ

る
」
と
し
て
、
雇
用
と
中
小

企
業
を
守
る
問
題
、
新
年

度
予
算
に
関
わ
る
財
源
問

題
、
社
会
保
障
を
後
退
さ

せ
な
い
問
題
の
３
つ
を
中

心
に
、
政
治
と
カ
ネ
、
沖
縄

米
軍
普
天
間
基
地
問
題
な

ど
も
取
り
上
げ
て
い
る
と

講
演
。
民
主
党
・
小
沢
氏
疑

惑
に
つ
い
て
は
、「
秘
書
が

３
人
も
起
訴
さ
れ
た
こ
と

は
前
代
未
聞
の
事
態
。
そ

の
こ
と
自
体
、
政
治
的
道

義
的
責
任
が
問
わ
れ
る
」

と
指
摘
し
、「
国
会
と
し
て

小
沢
氏
の
証
人
喚
問
と
、

起
訴
さ
れ
た
３
人
の
証
人

喚
問
を
行
う
よ
う
、
予
算

委
員
会
理
事
会
で
強
く
求

め
ま
し
た
。
国
民
の
税
金

を
食
い
も
の
に
す
る
『
政

治
と
カ
ネ
』
の
根
を
絶
つ

に
は
企
業
・
団
体
献
金
の

禁
止
こ
そ
が
大
事
だ
」
と

の
べ
、
「
大

企
業
中
心
、

ア
メ
リ
カ

い
い
な
り

と
い
う
二

つ
の
異
常

を
た
だ
し
、

革
新
懇
を

は
じ
め
と

す
る
世
論

と
運
動
で
、

政
治
の
転
換
へ
踏
み
出
す

た
め
に
、
民
意
で
動
い
た

政
治
を
さ
ら
に
確
か
な
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
、

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
」
と
、
訴
え
ま
し

た
。 

 

講
演
後
、
中
祖
事
務
局

長
の
活
動
報
告
を
受
け
た

討
論
で
は
、
各
界
・
個
人

16
名
の
方
が
発
言
さ
れ

ま
し
た
。
生
活
と
健
康
を

守
る
会
の
藤
本
さ
ん
の

「
都
営
住
宅
入
居
相
談
で

最
近
若
い
人
の
一
人
暮
ら

し
が
増
え
て
い
る
」
と
い

う
発
言
に
場
内
は
驚
き
、

ま
た
、
若
者
が
就
労
の
困

難
さ
、「
自
己
責
任
論
」
横

行
の
中
で
、
全
国
的
に
民

青
同
盟
が
若
者
の
＂
居
場

所
＂
（
自
分
の
社
会
的
存

在
を
確
か
め
る
ら
れ
る
場

所
）
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
発
言
に
民
青
同
盟
の
活

動
に
新
鮮
な
期
待
感
が
場

内
を
包
み
ま
し
た
。
民
商

か
ら
は
富
沢
副
会
長
が
発

言
し
、
鳩
山
首
相
の
贈
与

問
題
、
政
府
の
「
税
制
改
正

大
綱
」
の
中
味
は
自
公
政

権
時
代
よ
り
危
険
で
あ

り
、
実
施
さ
せ
な
い
運
動

が
緊
急
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
根
拠
に
な
る
所
得
税
法

１
０
４
条
附
則
は
撤
廃
さ

北
区
革
新
懇
総
会
開
催 

営
業 

く
ら
し 

教
育 

平
和
… 

国
民
要
求
実
現
の
た
め
各
界
が
団
結 

せ
る
こ
と
が
重
要
な
ど
と

述
べ
た
上
で
「
こ
の
よ
う

な
運
動
は
民
商
だ
け
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
革
新
懇
に

結
集
し
て
い
る
み
な
さ
ん

と
共
に
た
た
か
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
結
び
ま
し

た
。
平
和
委
員
会
会
長
の

小
山
さ
ん
は
、
日
本
の
米

軍
基
地
は
＂
抑
止
力
＂
で

は
な
く
＂
侵
略
力
＂
で
あ

る
こ
と
、
私
た
ち
が
知
ら

な
い
う
ち
に
全
国
各
地
で

日
米
共
同
演
習
が
行
わ
れ

て
い
て
、
日
米
安
保
改
定

50
年
の
今
こ
そ
見
直
す

運
動
を
大
き
く
起
こ
そ
う

と
語
気
を
強
め
て
発
言
し

ま
し
た
。 

総
会
は
討
論
の
後
、
今

後
１
年
の
運
動
方
針
と
新

役
員
を
確
認
を
し
て
終
了

し
ま
し
た
。 

 

武
政
・
記 

支
部
で
パ
ソ
コ
ン
記
帳
勉
強
会 

 
 
 

滝
野
川
支
部 

 

１
月

22

日
、
滝
野
川

支
部
で
パ
ソ
コ
ン
記
帳
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。
パ

ソ
コ
ン
記
帳
を
し
た
い
、

と
い
う
方
が
４
人
、
夜
７

時
過
ぎ
に
会
場
の
す
ず
め

工
房
に
集
ま
り
ま
し
た
。 

入
力
し
て
い
る
が
、
申
告

書
作
成
は
、
計
理
士
に
依

頼
。
私
と
も
う
一
人
は
、

全
く
手
つ
か
ず
の
初
心
者

状
況
。
講
師
に
事
務
局
を

招
い
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
事
務
局
か
ら
、
民

商
は
な
ぜ
自
主
申
告
を
奨

励
し
て
い
る
の
か
？
黙
っ

て
い
て
は
庶
民
の
生
活

は
、
ま
す
ま
す
大
変
に
な

る
、
消
費
税
増
税
に
対
し

て
反
対
し
よ
う
。
行
動
し

よ
う
。
」
と
、
活
動
の
基

本
も
出
さ
れ
な
が
ら
、
期

首
設
定
や
仕
訳
の
コ
ツ
な

ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

パ
ソ
コ
ン
記
帳
に
つ
い

て
は
、
共
通
し
た
経
理
ソ

フ
ト
を
使
い
、
記
帳
の
実

際
を
解
説
し
て
頂
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
デ
ー

タ
を
持
参
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
具
体
的

な
入
力
ま
で
は
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

今
回
を
初
回
と
し
て
、

定
期
的
に
勉
強
会
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回

は
２
月
に
予
定
し
ま
す
。

（
滝
野
川
…
鈴
木
） 

今年は 

３月12 日（金）です！ 
毎年行われる３・１３重税反対全国

統一行動。今年は１３日が土曜日のた

め、１２日（金）に開催します。 

全国約５８０カ所でおこなわれるこ

の行動。昨年は約１８万人が参加しま

した。通称『集団申告』と呼んでいます

が、申告だけが目的ではありません。

各地で中小業者、労働者、農漁民、年

金生活者らがデモ行進し、切実な要求

を書いたプラカードやゼッケンなどを

持ち寄りアピールをしたり、各界からの

活動交流を行う場。１時間弱の集会と

デモ行進に参加する事は、庶民の力を

示す場でもあります。申告の有る無し

にかかわらず、多くの方に参加を呼び

かけましょう！ 

時間：午前１０時開会 

場所：王子駅前 三角公園 

3・13重税反対統一行動 

アメリカいいなりではなく、民意の活きる政治をと笠井さん 

民商から代表発言・富沢副会長 



◆
各
支
部
計
算
会 

申
告
の
春
。
各
支
部
で
計

算
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
開

催
の
お
知
ら
せ
は
、
商
工

新
聞
折
込
チ
ラ
シ
に
て
。

詳
し
く
は
支
部
役
員
又
は

事
務
局
に
お
問
合
せ
下
さ

い
。 

 

◆
会
内
な
ん
で
も
相
談
会 

会
員
向
け
の
な
ん
で
も
相

談
会
で
す
。
毎
週
木
曜
日 

午
後
２
時
〜 

 ◆
虹
の
会 

第
１･

第
３･

第
５
水
曜 

２
部
構
成
で
開
催 

昼
の
部
２
時
〜 

夜
の
部
７
時
〜 

次
回
２
月
17
日 

 
 
 
 
 

見
学
歓
迎 

 

◆
会
員
向
け
法
律
相
談 

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜 

民
商
会
館
で
午
前
２
時
〜 

 ◆
記
帳
整
理
学
習
会 

３
月
９
日
（
火
） 

午
後
２
時
〜 

記
帳
相
談
何
で
も 

 

今
月
の
な
ん
で
も
相
談
会 

 

各
支
部
で
の
相
談
会
場
を

な
ん
で
も
相
談
会
場
に
設

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

チ
ラ
シ
を
。
友
人
・知
人
に

も
声
を
か
け
、
誘
っ
て
み
て

下
さ
い
。 

お
知
ら
せ 
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生きづらいのは現代ばかりじゃない それでも人間は生きてきた 
 東京都北区王子。ここにはお稲荷様の関東総司・王子稲荷神社が

あります。近世、稲荷信仰の高まりと風光明媚な土地柄もあり、江

戸の郊外でありながら、参詣や物見遊山の人々で賑わっていまし

た。さて時は幕末―安政の頃。社会が激動し騒然とする世相のな

か、人々の蠢く王子の縄

暖簾「鶴亀屋」を舞台

に、どっこい生きてく者

たちの可笑しくもパワフ

ルな人間模様が繰り広げ

られる― 文化座の地元・

北区発の、庶民のエネル

ギー溢れる舞台をお贈り

します。 

 

日程 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 

14 時  ● ● ●  ● ● 

19 時 ●   ● ●   

民商会員割引価格… 

4,500 円 

一   般   … 

5,000 円 

お申込み・お問合せは… 

民商まで 3913-6632 

３月北とぴあ公演３月北とぴあ公演３月北とぴあ公演   

２
月
５
日
に
「
共
済
の

今
日
と
未
来
を
考
え
る
全

国
懇
話
会
」
主
催
の
学
習

交
流
会
が
あ
り
、
北
区
か

ら
共
済
役
員
１
名
、
事
務

局
１
名
で
参
加
。
冒
頭
の

挨
拶
で
は
、
佐
々
木
憲
章

議
員
（
共
産
）
か
ら
「
し
っ

か
り
し
た
団
体
が
運
営
し

て
い
る
助
け
合
い
の
共
済

を
保
険
業
法
の
適
用
に
す

る
こ
と
が
間
違
っ
て
い

る
、
自
主
共
済
を
守
る
た

め
に
先
頭
に
立
ち
た
い
」

や
民
主
党
の
議
員
か
ら
は

「
共
済
の
実
態
を
よ
く
知

ら
な
い
官
僚
が
法
を
つ
く

る
の
は
お
か
し
い
。
官
僚

の
つ
く
っ
た
仕
組
み
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
、
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
青
山
学
院

大
学
の
本
間
先
生
が
「
助

け
合
い
の
共
済
の
存
続
と

日
本
の
未
来
〜
保
険
業
法

長
く
続
く
不
況
の
中
、
売

り
上
げ
低
迷
や
金
融
機
関

の
貸
し
渋
り
な
ど
で
資
金

繰
り
が
う
ま
く
い
か
ず
、

や
む
な
く
消
費
者
金
融
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ノ
ン
バ
ン

ク
か
ら
の
高
金
利
借
り
入

れ
を
行
い
、
そ
の
返
済
に

悩
み
民
商
に
相
談
に
訪
れ

る
方
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。 

 

北
区
民
商
の
金
融
相

談
会
・
虹
の
会
で
は
、
高
金

利
多
重
債
務
解
決
の
有
効

手
段
と
し
て
、
簡
易
裁
判

所
に
よ
る
特
定
調
停
制
度

の
活
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

【
特
定
調
停
と
は
？
】 

様
々
な
理
由
に
よ
り
多

重
債
務
に
陥
っ
た
債
務
者

の
経
済
的
再
生
を
目
的

に
、
裁
判
所
を
通
じ
て
債

務
調
整
を
行
う
法
的
制
度

で
す
。
自
己
破
産
を
せ
ず

に
商
売
を
続
け
な
が
ら
生

活
再
建
が
は
か
れ
る
制
度

と
し
て
、
中
小
業
者
の
債

務
整
理
に
特
に
有
効
な
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
特
定
調
停
の
メ
リ
ッ
ト
】 

①
申
し
立
て
を
し
た
そ
の

日
か
ら
、
調
停
が
成
立
す

る
ま
で
一
切
の
支
払
い
が

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
（
貸

金
業
者
か
ら
の
督
促
も
無

く
な
り
ま

す
） 

②

20

％

以

上

の

金

利

（
利
息
制
限
法
違
反
の
無

効
な
金
利
）
を
取
ら
れ
て

い
た
場
合
は
、
当
初
か
ら

の
取
引
履
歴
を
利
息
制
限

法
に
引
き
直
し
て
、
払
い

過
ぎ
て
い
た
金
利
は
元
本

に
充
当
し
て
債
務
を
減
額

し
ま
す
。 

③
確
定
し
た
総
債
務
の

月
々
返
済
額
を
現
状
に
合

わ
せ
た
支
払
い
可
能
金
額

に
調
整
し
ま
す
。 

④
特
定
調
停
以
降
の
支
払

い
は
全
て
無
金
利
に
な
る

の
で
、
長
期
分
割
で
も
確

実
に
借
金
は
減
っ
て
い
き

ま
す
。 

⑤
取
引
期
間
が
長
く
過
払

い
に
な
っ
て
い
た
場
合

は
、
別
途
過
払
い
調
停
や

過
払
い
裁
判
で
払
い
過
ぎ

た
金
利
を
取
り
戻
し
生

活
・
経
営
再
建
資
金
に
活

用
で
き
ま
す
。 

 

【虹
の
会
相
談
者･ 

特
定
調
停
で
の
解
決
事
例
】  

Ｎ
さ
ん
（
飲
食
業
） 

 

毎
月
の
胃
が
痛
む
ほ
ど

の
返
済
の
苦
し
み
が
、
特

定
調
停
を
申
し
立
て
た
だ

け
で
ス
ト
ッ
プ
。
こ
れ
か

ら
こ
の
制
度
で
債
務
解
決

を
目
指
し
ま
す
。 

Ｔ
さ
ん
（
製
造
業
） 

 

消
費
者
金
融
４
社
へ
の

月
々
８
万
円
の
支
払
い

を
、
月
３
万
円
、
84
回
の

無
金
利
長
期
分
割
に
調
整

で
き
ま
し
た
。 

Ｙ
さ
ん
（
飲
食
業
） 

 

日
掛
け
金
融
へ
の
毎
日

５
０
０
０
円
の
返
済
を
、

債
務
を
大
幅
に
減
額
し
た

上
で
、
月
１
万
円
に
支
払

い
変
更
（
も
ち
ろ
ん
50
％

以
上
だ
っ
た
金
利
も
無
金

利
に
） 

Ｋ
さ
ん
（
サ
ー
ビ
ス
業
） 

 

５
社
か
ら
の
３
０
０
万

円
の
借
り
入
れ
が
全
て
無

く
な
り
、
夢
の
無
借
金
生

活
へ
。 

Ｈ
さ
ん
（
サ
ー
ビ
ス
業
） 

 

３
社
の
債
務
が
特
定
調

停
で
無
事
解
決
。1

社
は
何

と
３
０
０
万
円
の
過
払
い

に
。
裁
判
で
過
払
い
金
を

取
り
戻
し
生
活
再
建
へ
。 

鳥
居
・
記 

金
融
相
談
会 

虹
の
会
レ
ポ
ー
ト 

特
定
調
停
制
度
を
活
用
し
て 

多
重
債
務
解
決
へ
！ 

に
よ
る
規
制
、
無
理
難
題 

共
済
存
続
は
難
し
く
な
い

〜
」
を
テ
ー
マ
に
06
年
に

改
悪
さ
れ
た
保
険
業
法
が

非
営
利
で
き
ち
ん
と
運
営

し
て
い
る
共
済
に
ま
で
規

制
を
か
け
、
そ
も
そ
も
無

認
可
保
険
の
問
題
が
今
の

共
済
の
規
制
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
ア
メ
リ
カ

の
保
険
の
圧
力
が
か
け
ら

れ
共
済
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
て
日
本
は
異
常

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
１
年
に
見
直
し

の
期
限
と
さ
れ
て
い
る
私

た
ち
の
民
商
共
済
や
医
療

関
係
者
や
登
山
者
で
つ
く

る
共
済
を
「
保
険
業
法
適

用
を
除
外
に
」
の
署
名
や

国
会
要
請
行
動
が
今
い
っ

そ
う
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

宇
都
宮
・
記 

「
共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る
懇
話
会
」 

全
国
学
習
交
流
集
会 

民商を強く♪大きく♪ 

要求実現の近道です！ 

春の拡大運動開催中 

 ２月５日（金）夜、拡大実行委員会が６

名の参加で行われました。１月の宣伝行

動と相談会、各支部の討議状況の報告

を受け、２月の行動を話し合いました。今

月の宣伝行動は、下記の通りです。ぜひ

ご協力下さい！ 

拡大推進委員長・鳥居峰夫 

紹介してね！ 

2/18（木）北赤羽駅浮間口改札２時集合 

2/25（木）赤羽駅東口噴水前３時集合 


